
一
年
の
始
ま

り
は
1
月
1

日
、
お
正
月
。

で
す
が
、
こ
の
、

お
正
月
を
境
に
、
色
々
な
こ
と
が
、
全
て
新
し

く
始
ま
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
日
本
は
、
前
年

三
月
末
日
を
「年
度
代
り
」に
し
て
い
る
場
合

が
、
多
い
様
で
す
が
、
世
界
各
国
は
、
そ
う
で

無
い
国
も
多
い
そ
う
で
す
。

国
の
会
計
年
度
は
、
日
本
は
4
月
開
始
。

ア
メ
リ
カ
は
10
月
開
始
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
国

1
月
開
始
（暦
年
同
様
）
等
々
だ
と
か
。

学
校
年
度
は
、
学
校
に
お
け
る
一学
年
の

期
間
。
日
本
は
学
校
や
会
社
な
ど
、
私
た
ち

の
生
活
に
関
わ
る
多
く
の
場
面
で
、
「新
年
度

始
め
」は
4
月
1
日
。
ど
う
で
も
良
い
こ
と
で

す
が
、
他
国
の
、
ア
メ
リ
カ
、カ
ナ
ダ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
は
同
じ
で
、
中
国
は
、9
月
開
始
だ
と
か
。こ

れ
を
「新
年
度
」ま
た
は
「年
度
初
め
」と
い
言
っ

て
い
ま
す
。が
、な
ぜ
4
月
な
の
で
し
ょ
う
か
？

今
回
は
、
新
年
度
、
年
度
初
め
に
つ
い
て
調
べ

て
見
ま
し
た
。

突
然
、
話
を
代
え
ま
す
が
、
私
が
入
学
し

た
昭
15
年
（も
う
大
昔
）
は
、
尋
常
小
学
校

国
語
の
1P
は
「サ
イ
タ

サ
イ
タ

サ
ク
ラ
ガ

サ
イ
タ
」
。
翌
年
、
尋
常
小
学
校
が
国
民
学

校
に
な
り
、
初
等
科
第
１
学
年
は
、
「ア
カ
イ

ア
カ
イ
、
ア
サ
ヒ
ガ
、
ア
カ
イ
」に
、
代
わ
り
ま
し

た
。
敗
戦
後
、
、
米
軍
主
導
？
で
昭
21
年
？

学
校
制
度
も
六
三
三
制
に
な
り
、
以
後
は
知

り
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
書
き
な
が
ら
。
幼
年
～
現
在
に
至
る

時
代
が
、走
馬
灯
の
様
に
、
頭
の
中
を
横
切
り

ま
し
た
。
前
戦
時
中
、
校
庭
に
防
空
壕
が
掘

ら
れ
、
給
食
は
、
油
の
搾
り
粕
の
「豆
粕
入
り
」

の
ご
飯
。
で
消
化
が
悪
く
「お
腹
」に
、
ガ
ス
が

溜
ま
り
、
ア
ッ
チ
こ
っち
で
コプ
ー
プ
ー
」の
音
。

で
も
、貴
重
な
肉
や
魚
は
食
べ
る
こ
と
が
無
く
、

幸
い
臭
く
な
い
「お
な
ら
」で
し
た
。

サ
イ
パ
ン

島
が
占
領
さ
れ
て
か
ら
、定
期
便
の
様
に
、火
・

金
曜
日
三
時
限
目
の
「地
理
」の
時
間
に
空

襲
警
報
。194

5

年

（昭
20
）
3
月
13
～

15
日
？
B
29
飛
来
て
空
襲
警
報
。
後
、
京

都
の
空
が
全
部
、黄
色
に
染
ま
り
ま
し
た
。
大

阪
大
空
襲
で
す
。
今
に
な
って
気
が
付
き
ま
し

た
が
米
軍
は
、
当
時
で
も
「週
休
２
日
」だ
った

の
で
し
ょ
う
か
？
。

後
、
六
年
生
時
、
家
を
離
れ
、
我
が
、
曽
祖

父
ま
で
住
ん
で
居
た
、
炭
山
（現
宇
治
市

・
写

真
）
の
親
戚
に
疎
開
し
ま
し
た
。
超
身
体
の
弱

い
子
で
集
団
疎
開
は
、無

理
と
思
わ
れ
て
で
す
。

同
時
期
に
「建
物
強

制
疎
開
」が
始
ま
り
、
五

条
・お
池
・堀
川
通
り
の

家
々
が
取
壊
さ
れ
ま
し

た
。
（本
町
通
の
東
側
は

敗
戦
中
止
）
更
に

広
島
・長
崎
に
原
爆
が
落

と
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
、白
い
衣
服
を
着
て

い
る
と
助
か
る
と
報
じ
ら
れ
た
の
で
す
。

そ
し
て
敗
戦
。
元
気
な
人
だ
った
祖
父
は
、
徴

用
（強
制
）で
、
広
島
近
辺
の
軍
需
工
場
に
行

き
、
「胸
」を
侵
さ
れ
、
敗
戦
を
悲
し
み
な
が
ら
、

９
月
１
日
58
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
敗
戦

で
、家
に
戻
って
い
た
私
は
、
死
の
直
前
、
祖
父

（
写
真
）
の
唇
を
水
で
濡
ら
し
ま
し
た
。
今
は

亡
き
妹
、多
美
子
（当
時
3
歳
）
は
「爺
ち
ゃ
ん

暑
い
や
ろ
」と
顔
に
被
せ
た
「白
布
」を
取
り
、

団
扇
で
煽
ぎ
、
親
戚

の
人
の
涙
を
誘
い
ま

し
た
。

敗
戦
後
16
日
目
で

し
た
。
が
、
神
式
葬
儀

で
、
随
分
多
く
の
方
々
が
、

お
参
り
下
さ
い
ま
し
た
。
当
時
は
、
敗
戦
直

後
の
混
乱
期
、戦
前
の
相
続
法
で
、
殆
ど
の
資

産
は
、
姉
が
い
ま
し
た
が
、
長
男
の
父
が
相
続

し
ま
し
た
。
表
題
の
「年
度
代
わ
り
」か
ら
、
大

き
く
離
れ
ま
し
た
が
、
酒
屋
初
代
の
、
祖
父
を

知
る
人
も
、
極
、
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
※
私

も
、
亡
き
祖
父
よ
り
28
歳
上
の
85
才
で
す
。

ど
ん
つ
き
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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◎
テ
ー
マ䦍
は

「歯
が
命
＆
美
大
と
地
域
」

ご
講
師
．
京
都
美
術
工
芸
大
学

副
学
長

：
新
谷
祐
久
様
（写
真
）

本
日
の
講
師
の
新
谷
裕
久
（し
ん

た
に
ひ
ろ
ひ
さ
）
さ
ん
は
元
々
、
虫
歯

予
防
の
研
究
者
。
フ
ッ
素
の
普
及

に
も

一
役
買
わ
れ
、

一
世
を
風
靡

し
た

「芸
能
人
は
歯
が
命
」
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
歯
磨
き
も
研
究
の

成
果
だ
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
研
究

一
筋
の
世
界
か
ら
お
父
様
に
呼
び

戻
さ
れ
て
大
学
運
営
の
道

へ
転
身

さ
れ
た
そ
う
で
す
。
大
学
の
場
所

は
川
端
通
七
条
上
ル
で
す
か
ら
集

酉
楽
サ
カ
タ
ニ
か
ら
ほ
ん
の
目
と

鼻
の
先
の
距
離
。
廃
校
に
な
っ
た

貞
教
小
学
校
の
跡
地
を
利
用
し
昨

年
開
学
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
の
こ

れ
ま
で
の
歩
み
と
地
域
の
活
動
に

つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
川

端
通
に
面
し
た
建
物
は
京
都
の
高

さ
制
限
の
た
め
３
階
建
て
。

「脈
々

と
」
が
テ
ー
マ
で
、
鴨
川
の
流
れ
、

東
山
の
峰
々
、
歴
史
の
流
れ
を
建

物
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
さ
す
が

美
術
工
芸
の
大
学
と
評
判
の
建
物

と
な
っ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス

は
貞
教
小
学
校
の
廃
校
後
も
地
域

の
方
々
に
愛
さ
れ
た
施
設
が
あ
り
、

「残
す
も
の
は
残
す
」
と
い
う
ポ

リ
シ
ー
で
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も

考
慮
さ
れ
、
古
い
も
の
と
新
し
い

も
の
の
共
存
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
も
活
発

に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
夏
祭
り
、

体
育
祭
、
餅
つ
き
大
会
、
そ
し
て
、

今
回
の
講
演
を
い
た
だ
い
た
３
月

に
は

「カ
タ
ツ
ム
リ
作
戦
」
と
い

う
東
北
大
震
災
の
犠
牲
と
な
ら
れ

た
方

へ
の
鎮
魂
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
さ
れ
て
お
り
、
コ
シ
ノ
ジ

ュ
ン

コ
さ
ん
の
特
別
協
力
を
得
て
、
京

都
府
知
事
や
京
都
市
長
も
作
品
を

出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近

隣
の
カ
フ
ェ
の
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ

に
学
生
さ
ん
の
作
品
が
採
用
を
さ

れ
た
り
と
地
域
と
の
連
携
を
着
実

に
積
み
上
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

学
科
は
建
築
学
科
と
美
術
工
芸
学

科
が
あ
り
、
応
募
が
着
実
に
増
え

て
い
る
こ
と
が
文
部
科
学
省
か
ら

評
価
さ
れ
、
こ
の
少
子
化
の
時
代

に
あ
っ
て
学
科
の
定
員
増
が
認
め

ら
れ
た
そ
う
で
す
。
東
京
丸
の
内

に
も
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
ら
れ
、
マ

ス
コ
ミ
で
の
紹
介
も
多
く
、
大
学

の
ブ
ラ
ン
ド
力
調
査
で
は

「個
性

的
な
大
学
」

の
ひ
と
つ
に
エ
ン

ト
リ
ー
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

通
常
は
大
学
卒
業
後
で
な
い
と
受

験
で
き
な
い
二
級
建
築
士
の
資
格

を
大
学
に
通
い
な
が
ら
受
験
資
格

が
取
れ
る
と
の
こ
と
で
、
昨
年
１

８
名
の
合
格
者
が
出
た
と
の
こ
と

で
、
脈
々
と
」
の
精
神
は
着
実
に

引
き
継
が
れ
、
高
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
新
谷
さ
ん
の
お
話
か
ら
伝

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
日
本
は

高
齢
化
社
会
と
い
う
レ
ベ
ル
を
超

え
て
、
重
老
齢
社
会

（後
期
高
齢

者
が
高
齢
者
の
半
数
以
上
に
な
る
）

を
迎
え
る
段
階
と
な
り
、
モ
ノ
は

あ
り
余
り
、
こ
れ
ま
で
の
大
量
生

産
大
量
消
費
と
は
異
な
る
経
済
活

動
も
求
め
ら
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、

「デ
ザ
イ
ン
は
生
活
を
豊
か
に
す

る
」
と
い
う
京
都
美
術
工
芸
大
学

で
学
ば
れ
た
学
生
さ
ん
が
世
の
中

で
活
躍
し
、
新
し
い
日
本
を
切
り

開
い
て
い
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の

と
大
い
に
希
望
が
湧
い
た
新
谷
さ

ん
の
ご
講
演
で
し
た
。
以
上

・

※
集
酉
楽
サ
カ
タ
ニ
、
直
近
で
す
。

筆
者
も
講
演
を
聴
い
た
後
、
直
ぐ

に
す
ぐ
に
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
邪
し

た
。
素
敵
な
カ
フ
ェ
が
有
ま
し
た
。

※
私
の
卒
業
時
、
他
校
生
か
ら
は
、

♪
、
貞
教
校
は
ボ
ロ
学
校
。
雨
が
降
る
と

水
ダ
ラ
け
、
学
ぶ
教
室
傘
が
要
る
♪

と
、

他
学
区
生
に
か
ら
か
わ
れ
、
悔
し
か
っ
た
。
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第3日曜日開催日3月18日（定例:朝9時）

第158回：朝粥食べておシャベリ会
ご講演：新谷祐久様（報告者）高木英智様

▽
編
集
者
、

先
々
月
で
満

85
才
に
な
り
ま
し
た
。
子
供
の
頃
の
勉

強
嫌
い
が
幸
い
し
、
裸
眼1.5

。
老
眼

鏡
な
し
で
、
こ
の
「と
ん
か
ら
り
ん
」をP

C

に
入
力
し
て
い
ま
す
。

▼
毎
日
入
浴
後
、
瞑
った
眼
球
に
、

意
気
良
く
シ
ャ
ワ
❘
を
掛
け
ま
す
。
も

う
、
何
拾
年
も
そ
れ
を
続
け
て
い
ま
す
。

先
々
月
「運
転
免
許
更
新
」で
視
力

は
良
く
更
新
完
了
で
し
た
、

▼
が
、
記
憶
力
が
、
急
激
に
衰
え
来

ま
し
た
。
（老
人
ボ
ケ
？
）
今
、
手
放
し

た
物
の
位
置
を
忘
れ
た
り
で
。

そ
れ
が
、
「と
ん
か
ら
り
ん
」作
成
に

影
響
、
今
月
、
大
幅
に
お
届
け
が
遅

れ
ま
し
た
。
９
月
号
で
発
行
を
終
了
を

と
思
って
い
ま
す
。
？
・？
が
？
。

ど
ん
つ
き

毎
月
七
日
：
恒
例

：

七
条
大
橋
を

キ
レ
イ
に
す
る
会

◎
日
時:

四
月
七
日

（土
）

◎
集
合

：
七
条
大
橋

・
東
詰
南

作
業
時
間

AM9

時
～~10;30

◇
掃
除
用
具

：
手
箒

：
雑
巾

・

小
さ
い
ス
コ
ッ
プ
等
は

各
自
ご
持
参
等
ご
持
参
く
だ
い
。

◇
終
了
後,

集
酉
楽
サ
カ
タ
ニ2F

に
て

小

一
時
間
程

お
茶
を
飲
み
反
省
会

写
真
；
毎
回
ご
参
加
の

清
掃
協
力
中
の

フ
ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
の
お
二
人
様

年
度代
わ
り

祖
父

・
喜

一
郎

実
施
済



少
し
遡
る
が
、

1937

年
（昭
12.
）

7
月
7
日
「盧

溝
橋
事
件
が
引
金
で
支
那
事
変

（し
な
じ

へ
ん
）
が
日
本
と
中
華
民
国
（支
那
）
間
で

始
ま
り
、
膨
大
な
軍
費
が
要
し
、
そ
の
対
策

上
（昭
13

）４
月
酒
類
販
売
業
が
免
許

制
度
と
な
り

酒
類
価
格
が
統
制
価
格
と

な
り
、
酒
税
が
造
石
税
、
庫
出
税
の
併
せ

課
税
さ
れ
る
様
に
な
った
。
同
時
に
そ
れ
迄
、

何
処
で
も
販
売
出
来
た
酒
が
、
販
免
許
が

無
け
れ
ば
「酒
」の
販
売
が
出
来
な
り
、
祖

父
が
、
免
許
が
得
れ
な
い
店
に
「強
制
廃
業

通
知
」を
持
って
行
く
役
目
を
担
当
さ
せ
ら

れ
「気
の
毒
で
カ
ナ
ン
」と
嘆
い
て
い
た
。
支

那
事
変
は
、
そ
の
後
の
中
国
共
産
党
と
中

國
国
民
党
の
合
作
に
よ
る
徹
底
抗
戦
の
呼

び
か
け
（7
月
15
日
）、
及
び
蒋
介
石
の
徹

底
抗
戦
の
決
意
の
表
明

（7
月
17
日
）
に
よ

り
、
中
国
軍
の
日
本
軍
及
び
日
本
人
居
留

民
に
対
す
る
攻
撃
も
有
り
、
日
中
戦
争
が

本
格
化
し
た
。

丁
稚
の
「マ
ー
チ
」

や
「栄
吉
と
ん
」ら

が
兵
隊
に
と
ら
れ

居
な
く
な
り
、
戦

争
も
拡
大
、
酒
も

配
給
に
な
っ
た
。
私
は
、
昭
和
15
年
4
月

雨
の
日
※
貞
教
尋
常
小
学
校
に
入
学
し
た
。

「は
組
」で
則
武
先
生
、
他
所
の
子
は
、
お
母

さ
ん
が
一
緒
な
の
に
、
私
は
、
お
ば
ぁ
ち
ゃ
ん

（祖
母
）
と
。
「サ
イ
タ
、
サ
イ
タ
、
サ
ク
ラ
ガ
、

サ
イ
タ
」が
国
語
読
本
だ
った
。

（※
翌
年
、
国
民
学
校
に
代
わ
っ
た
）

入
学
直
後
の
4
月
14
日
。
毎
年
そ
の
日

は
、
店
を
休
業
、
店
全
員
で
「太
閤
坦
」で

「花
見
」を
す
る
日
だ
っ
た
。
そ
れ
の
用
の
品

を
前
日
に
届
け
る
丁
稚
の
「升
ど
ん
」と
一

緒
に
行
っ
た
。
帰
る
際
、
自
転
車
の
後
ろ
荷

台
に
乗
っ
て
坂
を
下
っ
た
。
途
中
に
窪
み
が

あ
り
、
足
を
車
輪
に
巻
き
込
ま
れ
大
怪
我

を
し
た
。
更
に
数
日
後
、
法
定
伝
染
病
ジ
フ

テ
リ
ア
に
被
り
、
京
都
府
立
病
院

（そ
の
頃

の
写
真
）
で
、
切
開
手
術
を
し
た
。
術
後
病

室
に
運
ば
れ
る
途
中

に
気
が
付
き
、
傍
の
、

お
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
に
声
を

掛
け
た
。
が
、
言
葉
が

で
な
い
。
ビ
ッ
ク
リ
し

更
に
大
声
を
出
し
た

が
、
音
が
出
な
い
、

ジ
フ
テ
リ
ァ
手
術
で
、

咽
を
切
開
し
て
有
っ
て
呼
吸
が
通
ら
な
く

声
帯
が
動
か
な
い
の
だ
。
悲
し
く
て
涙
だ
け

流
し
た
。
渡
さ
れ
た
鉛
筆
で
書
こ
う
と
し
た

が
、
入
学
直
後
で
、
字
が
思
い
出
せ
な
か
っ

た
。
が
、
20
日
程
で
退
院
し
た
。
入
院
中
の

付
添
は
祖
母
「き
ぬ
」。
当
時
の
私
は
、
「お

母
さ
ん
」の
居
な
い
子
だ
った
。

幼
稚
園
～

小
学
校
ま
で
、

友
達
に
は
、

「お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
が
」居
る
の
に
、
僕

に
は
、
ど
ち
ら
も
居
ら
ず
「お
ジ
ィ
ち
ゃ
ん
お

バ
ア
ち
ゃ
ん
」だ
け
し
か
い
な
か
った
。

私
の
世
話
は
「カ
ァ
」と
呼
ん
で
い
た
女
中
の

「加
代
さ
ん
」が
し
て
呉
れ
て
い
た
。
猫
背
で

小
柄
な
人
、
チ
ョ
ッ
と
の
間
で
も
、
居
眠
り
す

る
の
で
、
祖
母
が
何
時
も
、
ボ
ヤ
い
て
い
た
。

私
が
小
学
二
年
生
に
な
っ
た
頃
、
急
に
居

な
く
な
っ
た
。
私
に
は
、
母
の
様
な
人
だ
っ
た

の
で
、
「何
で
、
お
ら
ん
様
に
な
っ
た
ん
や
！
」

と
祖
母
に
問
い
詰
め
る
と
、
「お
嫁
さ
ん
に

な
ら
は
っ
た
ん
や
」と
言
っ
た
。
そ
の
後
も
、

何
人
か
女
中
さ
ん
が
入
れ
替
わ
っ
つ
た
が
、

呼
び
名
は
「お
か
よ
さ
ん
」だ
っ
た
。
祖
母
方

の
親
戚
の
子
「房
子
ち
ゃ
ん
」が
来
て
以
後

は
、
本
人
さ
ん
名
に
な
った
。
初
代
「お
か
よ
」

さ
ん
と
は
、
お
亡
く
な
り
に
成
る
ま
で
、

お
付
合
い
は
続
い
た
。

2
年
生
３
学
期
に
、
祖
母
が
、
「仏
壇
」

前
に
呼
び
、
「病
気
で
里
に
帰
っ
て
は
っ
た
、

お
母
さ
ん
が
戻
っ
て
来
や
は
る
。
そ
れ
が
義

郎
の
お
母
さ
ん
や
」と
告
げ
た
。
「な
ん
や
母

さ
ん
は
居
た
ん
や
！
」と
嬉
し
か
った
。

数
日
後
、
「マ
ー
チ
」と
呼
ん
で
い
た
丁
稚
さ

ん

（本
名
政
夫
）
が
「ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
、
こ
れ

か
ら
お
母
さ
ん
の
家
へ行
く
か
ら
一
緒
に
行

こ
う
か
？
」と
声
掛
け
、
超
嬉
し
く
て
嬉
し

く
て
「う
ん
」
と
言
い
連
れ
て
貰
った
。

（古
い
読
者
の
方
は
前
に
書
い
て
ご
存
知
か
も
？
）

そ
の
家
は
、
「漆

（ウ
ル
シ
）
屋
」で
、
京
町

屋
の
奥
深
い
家
だ
っ
た
。
そ
の
中
程
に
、
町

屋
特
有
の
「内
庭
」が
有
り
、
縁
側
に
へ案

内
さ
れ
た
。
そ
こ
に
着
物
姿
の
女
の
人
が
居

た
。
「こ
っ
ち
へ、
お
い
な
は
い
！

（此
方
へ
来

な
さ
い
の
京
言
葉
）
」と
言
わ
れ
傍
に
行
った
。

「義
ち
ゃ
ん
や
な
ぁ
。
大
き
な
っ
な
ぁ
」に
続
い

て
「ワ
テ
（私
の
女
京
言
葉
）
が
、
お
母
か
ぁ

さ
ん
や
、
病
気
で
長
い
こ
と
留
守
に
し
て
堪

忍
し
て
や
」と
言
わ
れ
た
。
「ワ
ッ
お
母
さ
ん

や
」と
嬉
し
く
て
飛
び
つ
い
た
。

ギ
ュッ
と
抱
き
し
め
ら
れ
た
が
、
お
ば
ぁ
ち
ゃ

ん
と
違
う
良
い
薫
り
が
し
た
。

そ
の
数
日
後
、
結
婚
式
が
有
っ
て
、
父
と

紀
州
の
白
浜
へ新
婚
旅
行
に
行
き
、
家

（現

在
地
）
に
帰
っ
て
来
た
。
春
休
み
が
終
り

三
年
生
に
な
っ
た
。
「母
」が
担
任
の
三
村

先
生
に
挨
拶
の
行
っ
た
ら
し
く
、
先
生
か
ら

「お
前
の
お
母
さ
ん
は
、
若
く
て
美
人
や
な
ぁ
」

と
言
って
呉
れ
た
。
ズ
ー
と
後
に
判
っ
た
が
、

私
に
は
、
実
年
齢
に
七
才
加
え
て
教
え
て
い

た
の
だ
。

翌
年
、
上
の
妹
の
多
美
子
（故
）が
生
ま

れ
た
。
父
は
招
集
で
陸
軍
兵
に
な
り
「母
」

と
伏
見
藤
の
森
の
兵
舎
へ
（現
教
育
大
学
）

何
度
か
面
会
に
い
っ
た
。
商
売
は
。
西
側
の

家
は
酒
屋
。
当
時
購
入
し
た
東
隣
の
家
は
、

戦
時
で
飲
食
店
営
業
は
規
制
さ
れ
「国
民

酒
場
」に
な
り
、
毎
夕
方
の
開
店
前
か
ら
行

列
が
で
き
た
。
そ
の
酒
場
も
、
配
給
酒
も
無

く
な
り
昭
20
年
３
月
頃
閉
店
し
た
。

店は、人と人のふれ合いの場でありたい！ とんからりん VOL：223号 2018年(平成30年)4月1日(日）P2

な
ん
だ

坂

こ
ん
な
坂
⑳

「改
ざ
ん
」
「隠
ぺ
い
」
「ね
つ
造
」、
国
民
と

国
会
を
あ
ざ
む
く
よ
う
な
政
治
が
続
い
て

い
ま
す
。
「国
破
れ
て
山
河
あ
り
、
城
春
に

し
て
草
木
深
し
、
時
に
感
じ
て
は
、
花
に
も

涙
を
そ
そ
ぎ
、
別
れ
を
恨
ん
で
は
、
鳥
に

も
心
を
驚
か
す
」、
誠
実
に
生
き
る
こ
と

を
信
念
と
し
た
中
国
の
大
詩
人
・杜
甫
の

詩
で
す
。
国
都
は
破
壊
さ
れ
て
も
、
権
力

者
が
毒
さ
れ
て
も
、
自
然
の
い
と
な
み
の

山
や
河
は
生
き
て
い
る
と
い
う
事
で
し
ょ

う
か
。

本
来
、
人
間
は
自
然
を
敵
と
し
て
た
た

か
う
の
で
は
な
く
、
人
間
と
自
然
と
の
道

理
を
良
く
見
極
め
て
、
節
度
あ
る
文
明

を
打
ち
立
て
て
こ
そ
人
間
の
幸
福
が
お
と

ず
れ
る
と
教
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

我
が
稲
荷
山
界
わ
い
も
確
実
に
自
然
の

営
み
が
感
じ
ら
れ
る
生
き
生
き
と
し
た
季

節
に
な
り
ま
し
た
。

「ほ
ー
ほ
け
き
ょ
、
け
き
ょ
、
け
き
ょ
」と
鶯
の

鳴
き
声
、
疎
水
沿
い
の
桜
は
花
筏
を
浮
か

べ
て
一
気
に
葉
桜
に
、
本
町
通
り
の
お
百

姓
さ
ん
の
庭
先
に
は
朝
堀
り
竹
の
子
を

並
べ
て
売
っ
て
い
ま
す
。商

店
街
の
電
柱
に
は

５
月
５
日
の
菖
蒲
の

節
句
「藤
森
ま
つ
り
」

の
ノ
ボ
リ
が
は
た
め
い

て
い
ま
す
。

あ
あ
今
年
も
良
い

季
節
が
や
っ
て
来
た

な
、
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気

持
ち
に
な
り
大
き
く
息
を
吸
い
込
む
こ
の

頃
で
す
。

「深
草
を
語
る
」
（平
成
２
５
年
、
著
者
：

深
草
を
語
る
会
）と
い
う
冊
子
に
、
稲
荷
・

深
草
地
域
の
特
産
品
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
こ
れ
の
簡
単
な
紹
介
で
す
。

ま
ず
は
深
草
の
農
業
、
畑
作
中
心
で
「伏

見
と
う
が
ら
し
」
・「竹
の
子
（写
真
）
」な
ど

の
特
産
品
、
お
茶
も
明
治
初
期
ま
で
栽

培
さ
れ
て
た
よ
う
で
す
。
深
草
瓦
は
文
禄

３
年
（１
５
９
４
年
）伏
見
城
築
城
に
瓦
工

御
用
を
命
じ
ら
れ
、
そ
の
後
「京
都
深
草

御
用
瓦
師
」と
し
て
京
都
御
所
、
二
条
城
、

各
宗
本
山
に
出
入
り
し
ま
し
た
。
深
草
の

山
か
ら
出
土
す
る
粘
土
が
原
料
で
し
た
。

砥
の
粉
は
最
盛
期
（昭
和
３
０
～
４
０
年
）

に
は
、
深
草
か
ら
山
科
西
野
山
に
か
け
て

30
軒
以
上
も
製
造
業
者
が
あ
り
、
当
時

の
日
本
の
需
要
の
ほ
ぼ
１
０
０
％
を
ま
か
な
っ

て
い
た
と
い
い
ま
す
。

深
草
土
・深
草
砂
利
は
伝
統
的
建
築
物
・

文
化
財
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
貴
重
な
素

材
で
す
。
「稲
荷
黄
土
」
「京
錆
土
」
「深
草

三
和
土
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

瑞
光
寺
の
元
政
上
人
創
製
の
棗
型
団
扇
・

深
草
団
扇
も
有
名
で
す
。
こ
れ
は
以
前
、

こ
こ
で
も
伏
見
人
形
と
共
に
紹
介
し
た
の

で
省
略
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
特
産
品
は
、
ほ
と
ん
ど
す
た
れ

か
か
っ
た
も
の
の
感
が
し
ま
す
が
、
絶
対
量

は
少
な
く
な
っ
た
も
の
の
貴
重
な
特
産
物

と
し
て
今
で
も
残
っ
て
い
ま
す
。

冒
頭
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
人
間
と
自
然

と
の
節
度
あ
る
文
明
を
打
ち
立
て
た
時

代
の
大
切
な
遺
産
と
し
て
残
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
ん
だ
坂

昭
12
義
、
郎
と
マ
❘
チ

稲
荷
山
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ら
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